
新周波数対応 
チャネルプランシステム 

～特徴(設計思想)と運用方法～ 
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一般社団法人特定ラジオマイク運用調整機構 



特徴 

 TV WS帯,RM専用帯,1.2GHz帯すべてに対応 

 アナログ方式、デジタル方式 両方に対応 

 すべての帯域幅に対応 
(アナログ方式,デジタル方式(DQPSK),デジタル方式
(OFDM)) 

 チャネルステップ25kHz～500kHz,800kHz に対応 

 TV WS帯の使用禁止TVチャネルを入力することにより 
隣接するTVチャネルの隣接1MHzの使用禁止の自動設定 

 帯域幅の違うシステムの混在での計算に対応 
(自システム,他システム両方とも対応) 
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使用方法(TV WS帯,RM専用帯)1 

1. エクセルの周波数帯選択シート
を表示 

2. RESETボタンを押す。 

3. 使用できるTVチャネルを選択 

4. 使用する特定ラジオマイクの 
帯域幅を選択 
複数の種類の特定ラジオマイク
が混在する場合は個別設定を 
選択 

5. 混在する他の特定ラジオマイク
の帯域幅を選択 
複数の種類の特定ラジオマイク
が混在する場合は個別設定を 
選択 

6. スタート周波数及び 
CHステップを入力 

7. アナログ/デジタルの選択 
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初期設定であらかじめ帯域幅と
チャネルステップを決めておくと
便利です 



使用方法(TV WS帯,WL専用帯)2 

8. チャネル選択シートを表示 

9. 名称に使用する 
特定ラジオマイクの名称を入力 
4項で個別設定を選択した場合
は帯域幅2も入力 

10.他システムに混在する他の 
特定ラジオマイクを入力 
5項で個別設定を選択した場合
は帯域幅2も入力 

11.混在する他の特定ラジオマイ
クの帯域幅を選択 
複数の種類の特定ラジオマイク
が混在する場合は個別設定を 
選択 

12.選択したチャネルの判定が
“Good!”になればOK 
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帯域幅1は4項で個別
設定を選択すると表
示される 

帯域幅2は5項で個別
設定を選択すると表
示される 



使用方法(TV WS帯,RM専用帯)3 

13.チャネルリストシートを表示 

14.選択したチャネルの一覧が表
示される。 
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使用方法(1.2GHz帯)1 

1. エクセルの周波数帯選択シート
を表示 

2. RESETボタンを押す。 

3. 使用する特定ラジオマイクの 
帯域幅を選択 
複数の種類の特定ラジオマイク
が混在する場合は個別設定を 
選択 

4. 混在する他の特定ラジオマイク
の帯域幅を選択 
複数の種類の特定ラジオマイク
が混在する場合は個別設定を 
選択 

5. スタート周波数及び 
CHステップを入力 

6. アナログ/デジタルの選択 
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初期設定であらかじめ帯域幅と
チャネルステップを決めておくと
便利です 



使用方法(1.2GHz帯)2 

7. チャネル選択シートを表示 

8. 名称に使用する 
特定ラジオマイクの名称を入力 
3項で個別設定を選択した場合
は帯域幅2も入力 

9. 他システムに混在する他の 
特定ラジオマイクを入力 
4項で個別設定を選択した場合
は帯域幅2も入力 

10.混在する他の特定ラジオマイ
クの帯域幅を選択 
複数の種類の特定ラジオマイク
が混在する場合は個別設定を 
選択 

11.選択したチャネルの判定が
“Good!”になればOK 
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帯域幅1は3項で個別
設定を選択すると表
示される 

帯域幅2は4項で個別
設定を選択すると表
示される 



使用方法(1.2GHz帯)3 

12.チャネルリストシートを表示 

13.選択したチャネルの一覧が表
示される。 
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